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天地創造と「来たり給え、創造主なる聖霊よ」（グレゴリオ聖歌）について 

Kin 

 

１．はじめに 

（１）目的 

「どちりなきりしたんⅠ」のテキストの理解を深め、ひいては楽曲の意図するところを探る際のヒントを得るこ

とが目的。 

（２）方法 

イ．まず、一般的知識として、旧約聖書の創世記第 1章（天地創造の冒頭の箇所）に対する理解を深める（「妙貞

問答」が天地創造の話をどのように位置づけているかについては、OMY氏のレジュメを参照のこと）。 

ハ．「来たり給え、創造主なる聖霊よ」（Veni, creator spiritus）についても一般的な知識面を確認する。それら

を基に「妙貞問答」と混合して「Ⅰ」の詞を成していることの意味について考えるための材料を得る。 

（３）前置き 

イ．引用を多めにしてレジュメ作成している。これは、テキストを深めに理解する目的に資すると思われる背景

知識の整理の目的から。私見は、HGP ゴシックにてコメント欄に記載している。 

ハ．参照文献や、引用したWEB サイトは末尾に掲げた。 

  



2 

２．天地創造について 

 

創世記 アウグスティヌス「告白」第 11 巻、13 巻 コメント 

1:1 はじめに神は天と地とを創造され

た。1:2 地は形なく、むなしく、やみ

が淵のおもてにあり、神の霊が水のお

もてをおおっていた。1:3 神は「光あ

れ」と言われた。すると光があった。

1:4 神はその光を見て、良しとされた。

神はその光とやみとを分けられた。

1:5 神は光を昼と名づけ、やみを夜と

名づけられた。夕となり、また朝とな

った。第一日である。 

1:6 神はまた言われた、「水の間におお

ぞらがあって、水と水とを分けよ」。 

1:8 神はそのおおぞらを天と名づけら

れた。夕となり、また朝となった。第

二日である。 

1:9 神はまた言われた、「天の下の水は

一つ所に集まり、かわいた地が現れ

よ」。そのようになった。1:10 神はそ

のかわいた地を陸と名づけ、水の集ま

った所を海と名づけられた。神は見

て、良しとされた。1:11 神はまた言わ

れた、「地は青草と、種をもつ草と、種

類にしたがって種のある実を結ぶ果

樹とを地の上にはえさせよ」。そのよ

うになった。1:13 夕となり、また朝と

なった。第三日である。 

1:14 神はまた言われた、「天のおおぞ

らに光があって昼と夜とを分け、しる

しのため、季節のため、日のため、年

のためになり、1:15 天のおおぞらにあ

って地を照らす光となれ」。そのよう

になった。1:16 神は二つの大きな光を

造り、大きい光に昼をつかさどらせ、

小さい光に夜をつかさどらせ、また星

を造られた。1:17 神はこれらを天のお

おぞらに置いて地を照らさせ、1:18 昼

と夜とをつかさどらせ、光とやみとを

分けさせられた。神は見て、良しとさ

れた。 

（中略） 

2:1 こうして天と地と、その万象とが

完成した。 

2:2 神は第七日にその作業を終えられ

た。すなわち、そのすべての作業を終

って第七日に休まれた。2:3 神はその

第七日を祝福して、これを聖別され

た。神がこの日に、そのすべての創造

のわざを終って休まれたからである。 

2:4 これが天地創造の由来である。主

なる神が地と天とを造られた時、2:5

地にはまだ野の木もなく、また野の草

もはえていなかった。主なる神が地に

雨を降らせず、また土を耕す人もなか

ったからである。 

2:7 主なる神は土のちりで人を造り、

命の息をその鼻に吹きいれられた。そ

こで人は生きた者となった。 

創世記 1:1 

「はじめに神は天と地とを創造された」 

天地創造のエピソードの勘所を押さえるには、

アウグスティヌスの著作「告白」を参照するこ

とが有用である。 

 

実は、「はじめに神は天と地とを創造された」と

いう創世記冒頭の一文には大変なエッセンス

が詰まっている。そこで、一文を２つに分解し、

ポイントを列記する。 

 

そのポイントを押さえておくと、妙貞問答からと

った詞、例えば、 

「はじめなくて叶わず」 

「自ら始まる事叶わず」 

「三十日を積りて…四つの時、違わず」 

「天地の作者」 

「真の主」 

といった言葉を深く理解するのに有益と思わ

れる。 

 

【はじめに】 

 

〇「はじめに」という、正にその文字のとおり、

天地創造前に、「時間的に前のもの」はない

こと 

 

〇ということは、天地創造は同時に時間の創

造でもあること 

 

【神は・・創造された】 

 

〇神が創造主であること。 

つまり、私たちは自力で「私たち」になった

のではなく、造られたから存在しているとい

うこと 

 

〇神は言葉によって創造したこと。 

なぜなら、神が創造していない「材料」を、

何処からか調達して造るということはあり得

ないことであるから。（そのように考えない

と、ではその「材料」は一体誰が造ったのか

という問題を惹起する） 

 

〇この言葉は永遠であること。 

なぜなら、もし仮に、創造の言葉が物的的

な音声現象であるならば、それは時間の経

過とともに消滅することになる。 

しかし、神が天地創造する前に時間はなか

ったのであるから、創造のための言葉が、

物理的な音声現象であったということはあり

得ない。 

このことから、天地創造の言葉は、永遠に

語られる言葉であるとしか考えられない。 

わたしたちは造られたから存在する。それゆえ、

わたしたちはわたしたちが存在する以前に存在

したのではなく、わたしたち自身によってこのよ

うに成ったのではない。…主よ、あなたがそれら

のものを造られたのである。 

…あなたはどこからか何かを造り出すためにあ

なたが造られなかった材料を手にいれられたの

であるか。 

…あなたはそれらのものを御言（みことば）にお

いて造られたのである。 

…もしもあなたが響いて過ぎ行くことばをもっ

て、天地が成るようにといわれ、そのような仕方

で天地を造ったのであるなら、すでに天地の創造

以前に物体的被造物が存在していて、その時間的

運動によってかの声も時間的に起こったはずで

ある。しかし、天地の創造以前にはいかなる物体

も存在しなかった。 

…この御言は、永遠に語られ、御言によって万物

は永遠に語られるのである。もしもそうでないな

ら、すでに時間と変化が入ってきて、真の永遠も

真の不死と共に存在しなくなるであろう。 

…あなたと等しく永遠である御言をもって、あな

たは同時にそして永遠にあなたが語るすべての

ことを語られるのである。 

…わたしは物体の運動を時間によって測る。…時

間は延長以外のなにものでもない…。 

 

…魂は期待し、知覚し、記憶する。そして魂が期

待するものは、知覚するものを経て記憶するもの

へと移っていくのである。それゆえ、誰が未来の

まだ存在しないことを否定するであろうか。しか

しそれにもかかわらず、未来のものの期待はすで

に魂のうちに存在するのである。 

また、誰が過去のすでに存在しないことを否定す

るであろうか。しかしそれにもかかわらず、過去

のものの記憶なお魂のうちに存在するのである。 

またあ、誰が現在という時間が一瞬のうちに過ぎ

去るのであるから、それが長さを持たないという

ことを否定するであろうか。しかし、それにもか

かわらず、知覚は持続し、それを経て将来存在す

るものがもはや存在しないものとなるのである。 

「神は天地の創造以前に何をしておられたか」…

とかいう人たちの詮索を黙過しないでおこう。…

そのようなことを言う人たちは、被造物なしには

どんな時間も存在しえないことを悟って、そのよ

うなくだらないことをいうのを止めさせてくだ

さい。 

創世記 1.2 

「神の霊が水のおもてをおおっていた。」 

アウグスティヌスは、この創世記 1.2 の記述を

もって、三位一体の根拠としており、非常に重

視している。 

 
わたしの神よ…三位一体は「おぼろげに」ながら

わたしに見えるのである。…あなたの御子におい

て、「天地を造られた」のである。 

…これこそ三位一体なるわたしの神、父と子と聖

霊、すなわち被造物全体の創造主なのである。 
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３．「来たり給え、創造主なる聖霊よ」について 

（１）詞について 

 

 詞（Wikipedia より引用） コメント 

ラテン語 日本語訳 

来
た
り
給
え
、
創
造
主
な
る
聖
霊
よ 

Veni, creator spiritus 

 

Veni, creator spiritus, 

Mentes tuorum visita; 

Imple superna gratia, 

Quae tu creasti pectora. 

 

Qui Paraclitus diceris, 

Donum Dei altissimi, 

Fons vivus, ignis, caritas, 

Et spiritalis unctio. 

 

Infirma nostri corporis 

Virtute firmans perpeti; 

Accende lumen sensibus, 

Infunde amorem cordibus. 

 

（中略） 

 

Accende lumen sensibus, 

Infunde amorem cordibus. 

Veni, creator spiritus. 

Qui Paraclitus diceris, 

Donum Dei altissimi. 

 

Da gaudiorum praemia, 

Da gratiarum munera; 

Dissolve litis vincula, 

Adstringe pacis foedera. 

 

Pacemque dones protinus, 

Ductore sic te praevio 

Vitermus omne pessimum. 

 

Gloria Patri Domino, 

Deo sit gloria et Filio 

Natoque, qui a mortuis 

Surrexit, ac Paraclito 

In saeculorum saecula. 

来たり給え、創造主なる聖霊よ 

 

来たれ、創造主たる聖霊よ 

人間たちの心に訪れ 

なんじのつくられし魂を 

高き恵みをもってみたしたまえ 

 

慈悲深き主と呼ばれし御身 

至高なる神の賜物 

それは生の泉・火・愛 

そして霊的な聖なる油 

 

われらが肉体の弱さを 

絶えざる勇気を持ち力づけ、 

光をもって五官を高め 

愛を心の中に注ぎたまえ 

 

（中略） 

 

光をもって五官を高め 

愛を心の中に注ぎたまえ。 

来たれ！創造主なる聖霊よ 

慈悲深き主と呼ばれた御身 

至高なる神の賜物 

 

天の喜びを贈り給え 

大きな報いを与え給え 

争いの結び目を解き、 

平和の誓いを堅くし給え。 

 

ただちにやすらぎを与えたまえ 

先導主である御身にならって 

われらをすべての悪より逃れさせよ。 

 

主なる父に栄光あれ 

 

死よりよみがえった 

聖なる子、そして聖霊に 

千代に渡って栄光あれ。 

この詞の特徴と考えられる点を挙げる。 

 

〇父と子と聖霊という三位一体論を前面に出

している。言うまでもなく、神と聖霊は同一

であること、それが創造主であることは前提

である。 

 

〇五旬節の聖霊降臨（後述の４．用語の意味

についてを参照）のエピソードを踏まえた聖

霊論を中心に据えている。 

 

〇聖霊を呼び、五感を高めること、愛を注ぐこ

とを求めるという内容を歌っている。これ

は、その恵みが降り注がれるにふさわしい

肉体であること、またはそうあろうとするべ

きことを前提にした内容と解釈できると思わ

れる。 

 

〇人の肉体を器として捉え、そこに霊が宿り、

超越的な力が働くという点は、東方教父哲

学な超越論が思想背景に感じられる。 
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（２）作者について 

 

 ローマ教皇ベネディクト 16 世による「ラバヌス・マウルス」解説 コメント 

ラ
バ
ヌ
ス
・
マ
ウ
ル
ス 

修道士ラバヌス･マウルス（Hrabanus Maurus 780 頃－856 年）という、真の意味で西方ラテン教会

の特別な人物についてお話ししたいと思います。…しばしば「ゲルマニアの教師（praeceptor 

Germaniae）」と呼ばれたラバヌス･マウルスは、驚くほど多くの著作を著しました。 

…彼はおそらくラテン教会でもっとも美しく有名な賛歌の一つであり、キリスト教の聖霊論の優れ

た要約である、『ヴェニ・クレアトール・スピリトゥス』（Veni Creator Spiritus）を作曲したと

いわれます。実際、ラバヌスの最初の神学的考察は詩の形で表現されました。すなわち、聖なる十

字架の神秘をテーマとした『聖なる十字架の称賛について』（De laudibus Sanctae Crucis）とい

う標題の著作です。この著作は、同じ写本の中で詩の形式と絵の形式を用いながら、概念的内容だ

けでなく、美しく芸術的な促しも表現します。著作の行間に十字架につけられたキリストの姿を図

像的にも示しながら、たとえば彼はこう述べます。「これこそが救い主の姿です。救い主は、手足

を伸ばすことによって、もっとも健やかで甘美で愛すべき十字架の形を聖なるものとしました。そ

れは、救い主の名を信じ、その掟に従うわたしたちが、救い主の受難によって永遠のいのちを得る

ことができるようになるためです。…」（『聖なる十字架の称賛について』：De laudibus Sanctae 

Crucis Lib. 1, Fig. 1, PL 107, 151C）。…東方教会に由来する、このような芸術と知性と心と感

情を結び合わせる方法は、西方教会でも大いに発達し、聖書や他の信仰･芸術書の彩色写本によっ

て比類のない高みに達しました。…ラバヌス･マウルスが、信仰体験において、精神や心だけでな

く、美的感覚を始めとした人間の感覚による他の要素によって、感覚をも用いなければならないこ

とを特別に自覚していたことがわかります。…信仰は単なる思想ではありません。信仰はわたした

ちの存在全体に触れるものです。…神のことばは典礼の不可欠の部分です。そこから、ラバヌス･

マウルスは全生涯を通じて神のことばに最大の努力をもって取り組みました。…この意図を彼は次

のように弁明しています。「わたしはこれを書いて････他の多くの人の説明と提案を総合しました。

それは、多くの書物を手元に置くことができない貧しい読者に役立つためですが、また、多くの場

合、教父が見いだした意味の理解に深く達していない人の助けとなるためでもあります」（『マタイ

福音書注解序文』：Commentariorum in Matthaeum praefatio, PL 107, 727D）。…彼の深い確信を

よく映し出したことばを引用したいと思います。「観想をないがしろにする人は（qui vacare Deo 

negligit）、神の光を見ることができません。さらに、慎みのないしかたでさまざまな心配事に心

を奪われ、騒がしいこの世のことがらに思い煩う人は、目に見えない神の秘密をけっして究められ

ないように定められます」（PL 112, 1263A）。ラバヌス･マウルスはこのことばを現代のわたしたち

にも語りかけていると、わたしは思います。 

ラバヌス・マウルスの音楽論

は、音楽の定義やハルモニア

論的な発想等につき、古代ギ

リシャのピタゴラス派の見解に

基本的に依っている。 

 

著書「聖職者の教育について」

において、「音楽とは音に現れ

る数を取り扱う学科」と述べて

いる。 

また、音楽について、天地の間

の一切のものは音の調和によ

って支配されており、世界は音

楽の調和に従って創造され、

調和のとれた音によって統治

されている…と、ピタゴラス派

の見解を引いている。 

 

古代ギリシャ哲学の影響以外

にも、その思想的特徴、表現の

方法において、東方教会の伝

統あるいは東方ギリシャ教父

の影響も受けているとも解し得

る点は、一つの特徴といえると

思われる。 

 

（３）旋法について 

 

 

教会旋法 来たり給え、創造主なる聖霊よ（Veni Creator Spiritus） コメント 

旋
法
に
つ
い
て 

第一旋法 

第二旋法 

第三旋法 

第四旋法 

第五旋法 

第六旋法 

第七旋法 

第八旋法 

ドリア旋法 

ヒポドリア旋法 

フリギア旋法 

ヒポフリギア旋法 

リディア旋法 

ヒポリディア旋法 

ミクソリディア旋法 

ヒポミクソリディア旋法 

  
第
八
旋
法
と
す
る
も
の 

シロス修道院合唱団「グレゴリアン・チャント」，EMI ミュージ
ック・ジャパン   
賛歌「来たれ,創造主なる聖霊」(第 8旋法) 

個人的には第八旋法

でないかと考えてい

る。但し、第八旋法と

第七旋法との間には

根本的に違うというま

での大きな違いはな

いとも見得る。 

 

尚、ここでの旋法の

議論は、オリジナル

の「来たり給え、創造

主なる聖霊よ」につい

ての話であり、「どち

りなきりたんⅠ」の曲

中の引用箇所の話で

はない。 

皆川達夫「洋楽渡来考 キリシタン音楽の栄光と挫折」，120，
2004 年 
「『提要』には第一節の歌詞しか記されていないが、当然これ
に続く各節の歌詞も歌われなくてはならない。旋法は第八旋法
による。」 
「合唱で YEAH!」 
http://www.geocities.co.jp/MusicHall/6654/souzousyu2.ht
m 
最初と最後の音は共に「ソ」なので、ソが「主音」ということ
になります。そして曲中では「ド」の音が最も多く使われてい
るので、ドが「属音」ということになります。 主音が「ソ」
で属音が「ド」。これを先ほどの「音階表」と照らし合わせる
と…この曲がヒポミクソリディア旋法であることがわかりま
す。 

詳細については、後述５．色々な補足

(２)を参照 

第
七
旋
法
と
す
る
も
の 

Wikipedia 
来たり給え、創造主なる聖霊よ（ヴェニ・クレアトール・スピ
リトゥス 、Veni Creator Spiritus）、はグレゴリオ聖歌で歌
われるイムヌスで「もっとも有名な聖歌」である。…カトリッ
ク教会で伝統的にうたわれてきた。ペンテコステを記念する聖
歌である。ミクソリディア旋法によって歌われる。 
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４．用語の意味について 

  テクスト コメント 

聖
霊 

旧
約 

「西洋哲学の誕生」 第 15 章 総括(座談会)  
関根清三発言「神は霊・プネウマである」という言い方は新約のヨハネ伝 4章 24 節に出てま
いりますが、かなり後代の神学的概念…ギリシア語のプネウマに対応するヘブライ語はルー
アハですが、神がルーアハであるといった言い方は、旧約のどこにも出てまいりません。 

このコメントは、アウグスティヌスが創

世記 1.2 に三位一体の表現を見出し

たことと対照的であるが、必ずしも矛

盾はしていないと思われる。 

新
約 

【ヨハネによる福音書】 
4:23 しかし、まことの礼拝をする者たちが、霊とまこととをもって父を礼拝する時が来る。
そうだ、今きている。父は、このような礼拝をする者たちを求めておられるからである。4:24
神は霊であるから、礼拝をする者も、霊とまこととをもって礼拝すべきである」。 

ヨハネ福音書は、第 4福音書。 

マタイ、マルコ、ルカの共観福音
書と比べ、成立時期は最も遅い
（90 年代頃）。 

【使徒行伝】 
2:1 五旬節の日がきて、みんなの者が一緒に集まっていると、2:2 突然、激しい風が吹いてき
たような音が天から起ってきて、一同がすわっていた家いっぱいに響きわたった。2:3 また、
舌のようなものが、炎のように分れて現れ、ひとりびとりの上にとどまった。2:4 すると、
一同は聖霊に満たされ、御霊が語らせるままに、いろいろの他国の言葉で語り出した。2:12
みんなの者は驚き惑って、互に言い合った、「これは、いったい、どういうわけなのだろう」。
2:14 そこで、ペテロが十一人の者と共に立ちあがり、声をあげて人々に語りかけた。「ユダ
ヤの人たち、ならびにエルサレムに住むすべてのかたがた、どうか、この事を知っていただ
きたい。わたしの言うことに耳を傾けていただきたい。2:15 今は朝の九時であるから、この
人たちは、あなたがたが思っているように、酒に酔っているのではない。2:16 そうではなく、
これは預言者ヨエルが預言していたことに外ならないのである。すなわち、2:17『神がこう
仰せになる。終りの時には、わたしの霊をすべての人に注ごう。そして、あなたがたのむす
こ娘は預言をし、若者たちは幻を見、老人たちは夢を見るであろう。2:18 その時には、わた
しの男女の僕たちにもわたしの霊を注ごう。そして彼らも預言をするであろう。2:19 また、
上では、天に奇跡を見せ、下では、地にしるしを、すなわち、血と火と立ちこめる煙とを、
見せるであろう。2:20 主の大いなる輝かしい日が来る前に、日はやみに月は血に変るであろ
う。2:21 そのとき、主の名を呼び求める者は、みな救われるであろう』。2:32 このイエスを、
神はよみがえらせた。そして、わたしたちは皆その証人なのである。2:33 それで、イエスは
神の右に上げられ、父から約束の聖霊を受けて、それをわたしたちに注がれたのである。 

聖霊降臨についての新約の記述 
 
五旬節の際に起きた不思議な現
象について、ペテロが旧約聖書の
ヨエル書の預言を引いて説明をし
ている。 
 

【コリント人への第一の手紙】 
3:16 あなたがたは神の宮であって、神の御霊が自分のうちに宿っていることを知らないの
か。3:17 もし人が、神の宮を破壊するなら、神はその人を滅ぼすであろう。なぜなら、神の
宮は聖なるものであり、そして、あなたがたはその宮なのだからである。 

Veni, creator spiritus, 
「来たれ、創造主たる聖霊よ 
人間たちの心に訪れ 
なんじのつくられし魂を 
高き恵みをもってみたしたまえ」 
 
という詞の意味を理解するための
背景知識となる。 
理解のポイントは以下のとおり。 
 
〇人間を、善の高みに達しうる
し、悪にも頽落しうるというよう
に、変化する動的なものとして
捉える前提がある。 

 
〇イエスは人（肉）の形となって泡
われ、同時に神・霊そのもので
もあった…。ということが、肉に
霊が宿り得るということの暗黙
の前提であり、またその根拠に
もなっている。 

【ローマ人への手紙】 
8:1 こういうわけで、今やキリスト・イエスにある者は罪に定められることがない。8:2 なぜ
なら、キリスト・イエスにあるいのちの御霊の法則は、罪と死との法則からあなたを解放し
たからである。8:3 律法が肉により無力になっているためになし得なかった事を、神はなし
遂げて下さった。すなわち、御子を、罪の肉の様で罪のためにつかわし、肉において罪を罰
せられたのである。8:4 これは律法の要求が、肉によらず霊によって歩くわたしたちにおい
て、満たされるためである。8:5 なぜなら、肉に従う者は肉のことを思い、霊に従う者は霊
のことを思うからである。8:6 肉の思いは死であるが、霊の思いは、いのちと平安とである。
8:7 なぜなら、肉の思いは神に敵するからである。すなわち、それは神の律法に従わず、否、
従い得ないのである。8:8 また、肉にある者は、神を喜ばせることができない。8:9 しかし、
神の御霊があなたがたの内に宿っているなら、あなたがたは肉におるのではなく、霊におる
のである。もし、キリストの霊を持たない人がいるなら、その人はキリストのものではない。
8:10 もし、キリストがあなたがたの内におられるなら、からだは罪のゆえに死んでいても、
霊は義のゆえに生きているのである。8:11 もし、イエスを死人の中からよみがえらせたかた
の御霊が、あなたがたの内に宿っているなら、キリスト・イエスを死人の中からよみがえら
せたかたは、あなたがたの内に宿っている御霊によって、あなたがたの死ぬべきからだをも、
生かしてくださるであろう。 

ロ
ゴ
ス
キ
リ
ス
ト
の
受
肉 

新
約 

【ヨハネによる福音書】 
1:1 初めに言があった。言は神と共にあった。言は神であった。1:2 この言は初めに神と共に
あった。 
1:3 すべてのものは、これによってできた。できたもののうち、一つとしてこれによらない
ものはなかった。1:4 この言に命があった。そしてこの命は人の光であった。1:5 光はやみの
中に輝いている。そして、やみはこれに勝たなかった。1:14 そして言は肉体となり、わたし
たちのうちに宿った。わたしたちはその栄光を見た。それは父のひとり子としての栄光であ
って、めぐみとまこととに満ちていた。 
1:17 律法はモーセをとおして与えられ、めぐみとまこととは、イエス・キリストをとおして
きたのである。1:18 神を見た者はまだひとりもいない。ただ父のふところにいるひとり子な
る神だけが、神をあらわしたのである。 

ロゴス＝言葉 
受 肉＝キリスト自身（神の独り子
として顕現） 

○アウグスティヌスは、「言」を「神
の独り子」のことと解し、「言は
肉体となり」というのはイエスの
誕生であるとする。 

○イエス・キリストは正にこの受肉
した「御言」なのである（堺正
憲） 

○谷隆一郎は、キリストの受肉， 
死， 復活ということを、人間存
在自身が有限かつ可変的な世
界において， 神の顕現・受肉
の器とも場とも成りゆくための
可能根拠として捉える見解を示
している。 
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５．色々な補足 

（１）どちりなきりしたんⅣ 追加情報 

 

皆川達夫「洋楽渡来考 キリシタ
ン音楽の栄光と挫折」103 頁 

コメント 

Tantum ergo Sacramentum(かかる尊
き秘跡を) 

一般的にグレゴリオ聖歌は無拍節リズムによっているといわれている。 
しかし、サカラメンタ提要中、「かかる尊き秘跡を」については、拍節がしっかりした形で曲の記載
がなされている。 

…この賛歌はいろいろの旋律によっ
て歌われるなかで、『提要』は第五(リ
ディア)旋法による特殊な旋律を記
載している。この旋律は実は標準的
なものではなく、スペイン固有のロ
ーカル聖歌である。 

ローマ教会の目標は「全ヨーロッパを一つに」ということであったといわれる。 
これに対して、以下の事柄は、キリスト教聖歌の日本に対する伝来と受容について、その特殊性
（歴史的にみた場合の固有性）を示すものであるといいうるのではないかと思われる。 
 
〇サカラメンタ提要のうち、少なくとも一部の聖歌部分についてスペイン固有のものの影響を受け
て成立したこと 

〇サカラメンタ提要は日本の文化・習俗を考慮したうえで独自に編纂されていること 
〇実際に日本におけるキリスト教布教をこのサカラメンタ提要を用いて行ったこと 
〇日本にきた宣教師はイベリア半島出身であったこと 
 
「どちりなきりしたん」は、以上のような性質なり歴史を有するサカラメンタ提要から聖歌を引用し
た曲があるという事実を踏まえ、このことについて考えてみるという段取を経つつ取り組むというこ
とも、曲の特徴を掴む上で重要となると思われる。 

 

（２）教会旋法について（Wikipediaより転載） 

8つの教会旋法。 f は終止音を示す。 

 

教会旋法はまず終止音（finalis）によって 4つに分類される。そしてそれぞれが音域（ambitus）によって終止音から

高くまで上がる正格（authenticus）とあまり上がらない変格（plagalis）の 2つに分けられる。 例えば、ドリア旋法

はニ音を終止音とする正格旋法であり、ヒポドリア旋法はその変格旋法である。 

イ、ロ、ハ音を終止音とする旋法が無いのはオクトエコスの組織にそれが無かったためである。それらは、後にエオリ

ア旋法、ロクリア旋法、イオニア旋法として追加された。 
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≪参考文献・参照サイト≫ 

 

［参照・引用文献］ 

 

千原英喜（作曲），男声合唱のための「どちりなきりしたん」，全音楽譜出版社，2008年 

アウグスティヌス (著)，服部英次郎 (訳)，「告白 (下)」，岩波書店，1976年  

田中克佳（著）「ラバヌス・マウルスのこと」 ([羅]Rabanus Maurus <780?-856> )，『慶応義塾大学言語文化研究所紀
要 43』, 31-43, 1967年  

堺正憲（著），「御言の受肉について」，『中世思想研究』第 29号，1987年 

内田和彦（著），「新約聖書における霊性」 

佐藤康邦, 三嶋輝夫 (編著)，『西洋哲学の誕生』，放送大学教育振興会，2010年  

谷隆一郎（著），「教父における神秘―神(=存在)の顕現・受肉のかたちをめぐって―」，中世思想研究 35号，1993年 

皆川達夫（著），「洋楽渡来考 キリシタン音楽の栄光と挫折」，日本キリスト教団出版局，2004年 

 

［引用・参照サイト］ 

 

Wikipedia  
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%A1%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B8 

・来たり給え、創造主なる聖霊よ 

・ラバヌス・マウルス・マグネンティウス 

・ペンテコステ 

・教会旋法 

 

Wikisource:聖書  http://ja.wikisource.org/wiki/%E8%81%96%E6%9B%B8 

・創世記(口語訳) 

・ヨハネによる福音書(口語訳) 

・コリント人への第一の手紙(口語訳) 

 

合唱で YEAH! 「グレゴリオ聖歌 創造主なる聖霊よ、きたりたまえ Veni, creator spiritus」 

http://www.geocities.co.jp/MusicHall/6654/souzousyu2.htm 

 

カトリック中央協議会 「教皇ベネディクト十六世の 180回目の一般謁見演説」  

http://www.cbcj.catholic.jp/jpn/feature/benedict_xvi/bene_message414.htm 

以上 


